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業の整要性して

ネスコ難鬱貿宅讐畠にも聾釜され、書器の言首
く
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ふまえた配ぜんをすることが響曇しぃとされて

まヽす。日詠の実場み整贅篠茉業に程税ていきま
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います。この諮準 は、」A増準1場ざ答から

※寧寝の書輩、場■の場署等により、献笠を鑽 する瑠讐もあります。
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＼セリ/  りんごにまつわることわざは外国にもあります。りん

ごを食べると発員でいられる、ということは、むかしからつたわってき

「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつ

わたしたちは食事の前と後にあいさつを

します。「いただきます」には食べ物となつ

た勤植物の命をいただいて、わたしたちの

命を養うことへの、「こちそうさま」には食

事をつくるためにかけ回つてくれた人への

感謝の気持ちがそれぞれ込められています。

食事の時には感謝の′bを込めて、「いた

だきます」と「こちそうさま」のあいさつ

をしましょう。

たのですね。

りんごはおなかの調子をととのえてくれ

ます。だから病気のときやおなかをこわし

てしまったときに食べてもだいじょうぶ。よく

かんで、あまずっlさを感じてくださいね!
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もともとその年のお米の収穫を祝う
いなめさい))」 でした。

にい  なめ  さい

取りわけて

この「勤労感謝の日」は

「収種感謝祭 (新富祭 (に

新米の収穫を祝い、豊穣を祈る稲作儀礼です。まず新米を神前に供え、収穫を喜び感謝
しました。現在は「勤労感謝の日」と名称を改め、国民の祝日として祝されていますが、
新富祭としても、全国各地の農村にしっかりと根付いて残つています。11月の下旬にな
ると、それぞれの地域の伝統に従つた日どりや形式で今も粛々と執り行われています。
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食器の並べ方や料理の位置のきまりは、食べる人が食べやすいように、また作つた

料理が一番きれいに見えるように考えられています。給食でもこ飯茶わんや汁物のお

わん、おかずの皿やはじの位置などに気をつけて食べるようにしましょう。

毎日の食事を

《 べで食べよう日

いただけることに層謝を

食事は、食べ物を育てたりとつたりする農

家や漁師、畜産家などの生産者、食べ物や食

事を運ぶ運送業者、食べ物を売る小売店の人、

調理をする人などのたくさんの人がかかわつ

ています。これらの人たちの働きのおかけて、

わたしたちは毎日、食事をすることができる

のです。

箇日の食事がいただけることに感謝の気持

ちを持つて、残さず食べましよう。

市販の菓子をおやつに食べる時、袋や箱か

ら直接取り出して食べていませんか? これ

では食べすぎの原因になります。

おやつを食べる時は、適量を考えて、

わけてから食べるようにしましよう。

お米を育ててくれた
日象の方々に感謝しよう

お米を実らせてくれた
自然に感謝しよう
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おHをおいしく欺いてくれた、
そしてこれに合うおいしいぉが
ずを作つてくれた人に感日しよう。

基蒸互配膳
おかすは奥に置く。

(皿の上の料理の盛り

付けは献立によつても

違うのでサンプルケー

スで確認する)

汁物や牛乳など

は右側にまとめて

おく。

地場産物を

毎日の食卓に

地場産物を食べることは、食料の

生産や流通などにかかわる人の努力

を身近に感じ、また、地域の自然や食

文化、産業などの理解を深め、感謝の

気持ちを育てることにつながります。

ぜひご駅庭でも地場産物を活用し、

話題にしてみてください。量ぺよう 取 り



◎11月 分 (後半)使用食品 (産地予定)

産 地 種 麺

黄

の
食

品

緑

の
食

品

こんじん 音森 県

でんぷん 北海道 螢ゃべつ 車 相 市

菫州市

アーモンド Lまねぎ 車 州 市

奥州市

赤
の
食
品

岩手 県 姜 手 嗅

牛肉 尺根

牛等

藤 県島県 能水 県

国 内産 令疫いん Iイん 北海道

鹿児島県、三陸 みかス′ 熊本県

油揚 1デ 異州市

◎11月 分 (前半)使用食品(産地 )

類 コ彗」

黄

の
食

品

緑
の
食
品

麦 日 本

や し 岩手 県

Cんぷん

ξ雨 中 国

奥州市 示ビーマン 蒙城 県

茨城 県

客花生

アーモンド チンゲンサイ
宮城 県 奥州市

赤

の
食

品

チーズ 切り= 大根 宮 崎 県

じめじ 長野 県

生姜

日本他

かいそう 国 産 」ヒ海 描

日本他 令凍いんげん Jヒ
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らさり 中 国 りんご 奥 州市

北海議

愛知具・静岡真

一甲 着手県

異州市


